
学泉アカデミー F（カラーコーディネー
ト）

Potential Studies F
330621139 山中　マキ 1 選択 2前期

科目の概要
DP4記載の、人々の日常生活を子育ての面から支援することができる専門的知識・技能を身に付け、DP1記載の「真心・努力・奉仕・感謝」の精神を持って社
会に貢献することができるカラーコーディネーターの育成を目指す。また、DP5記載の社会的に自立して生きていく上で必要な建学の精神・社会人基礎力・
ｐｉｓａ型学力・直観力・ 自然体を統合的に身に付け、常に自らの可能性を高めて自己研磨に励むための基礎づくりも目指す。そのために、この科目では、
色の持つ物理的側面・心理的側面・デザイン的側面を系統的に学び、それぞれの目的によって客観的に色彩を使いこなせる実践能力を習得する。
なお、色彩検定３級レベルの知識を習得することを目的とする。

学修内容 到達目標

① 色彩の本質を物理的な視点から理解し、客観的に色彩
選択ができることを目的とする
② 色彩を感じ取る人間側について理解し、的確な色彩選
択ができることを目的とする
③ 色彩を組み合わせた場合の効果について理解し、適材
適所な色彩選択ができることを目的とする
④ 講義で学んだ内容を、配色カードを用いて自ら表現で
きるようになることを目的とする
⑤ 市場に流通している商品の色彩分析の仕方を理解する

① 色彩の本質を物理的な視点から理解することができ、客観
的な色彩選択ができる
② 色彩を感じ取る人間側について理解することができ、的確
な色彩選択ができる
③ 色彩のデザイン的側面を理解することができ、適材適所な
色彩選択ができる
④ 自ら配色カードを使用し、講義で理解した内容を色で表現
することができる
⑤ 市販されている商品の色彩分析をし、なぜその色が用いて
あるのかを考察することができる

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 単にテキストを丸暗記するだけでなく、学んだことを実社会に応用できるよう常に意識す
ることができる

働きかけ力

実行力

理解できない内容があった場合、それを質問することができる

期限までに提出課題を仕上げる為に、目標を決め最後までやりきることができる

考え抜
く力

課題発見力 生活の中で出会う様々な色彩を常に意識し、疑問や課題を持ちながら授業に臨むことがで
きる

計画力

創造力

提出課題の期限に合わせ、計画的に進めることができる

学んだ基礎知識を課題提出や作品に応用し、自ら考えて創造することができる

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

提出課題や作品では求められている色彩表現を、誰もが分かりやすく客観的に行うことが
できる

グループワークや意見交換の場では、他者の意見を確認し、さらに自分の意見を述べるこ
とができる

自分と他者の作った配色の違いを通し、自他共に感性や考えの違い等を受け入れることが
できる

自分が行ったことで周囲にどのような影響を及ぼすのか考え、最良の結果が出せるよう取
り組むことができる

無断欠席、遅刻、居眠り、私語など講義に支障をきたす行動をせず、授業が円滑に進行す
るようルールを守ることができる

思い通りにいかずイライラしたり落ち込んだりしても、長く引きずることなく次へ進むこ
とができる

テキスト及び参考文献

■色彩検定公式テキスト３級編（内閣府認定公益社団法人色彩検定協会：ISBN978-4-909928-03-0）2,420円（税込）
■新配色カード199a（日本色研事業）　1,375円（税込）
※他に工作用のハサミとノリを各自持参

他科目との関連、資格との関連

（他科目との関連）
「学泉アカデミーＦ（カラーコーディネート）」は、学科専門科目群のライフ開拓領域に配置されており、人間力育成
という観点で、他の学泉アカデミーと関連させながら理解を深める。さらに、その後に履修する「基礎演習」や「教職
保育特論」と関連がある科目である。

学修上の助言 受講生とのルール
【予習】事前に講義内で使用するプリントを配布するので、予習としてキーワードをテキストか
ら読み取り記入した上で授業に臨むこと

【復習】毎週授業後に配布するプリントで復習すること。解答はまとめて期末に提出し、評価の
対象とする

【講義】授業内で完成できなかった課題プリントは宿題とする

・社会人基礎力を自ら積極的に身に付けようとする姿勢で臨むこと

・欠席者はClassroomにアップする当日の内容を元に配布プリントの重要ポイント
を記入し、翌週の授業に臨むこと

・テキスト、配布資料、配色カード、ハサミとノリは各自が毎時間持参すること
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準
■Ｓ（秀）の基準：総合得点が100～90点

①小テスト：色の分類方法を完全に理解し、理論的に説明することができる
（正解率9割以上）
②レポート：【提出課題①～③】与えられた条件に合う色を自ら配色カード
から選択し、美しく貼ることができる
　　　　　　【復習プリント】正解率9割以上
③成果発表：これまで学習してきた内容を用い、色彩を客観的に分析および
考察することができる
（使用されている色の抽出、面積比、イメージマップへのプロット、配色技
法とその効果、ターゲットの推測が全て完成されている。さらにそれをテキ
ストの記述を応用した自分の言葉で分かりやすく説明することができる）

■Ａ（優）の基準：総合得点が89～80点

①小テスト：色の分類方法をほぼに理解し、理論的に説明することができる
（正解率8～9割）
②レポート：【提出課題①～③】与えられた条件に合う色を自ら配色カード
から選択し、丁寧に貼ることができる
　　　　　　【復習プリント】正解率8～9割
③成果発表：これまで学習してきた内容を用い、色彩を分析および考察する
ことができる
（使用されている色の抽出、面積比、イメージマップへのプロット、配色技
法とその効果、ターゲットの推測がおおむね完成されている。さらにそれを
テキストにある言葉を用い説明することができる）

■Ｂ（良）の基準：総合得点が79～70点

①小テスト：色の分類方法をだいたい理解し、答えを選択肢の中から選ぶこ
とができる（正解率7～8割）
②レポート：【提出課題①～③】与えられた条件に合う色を自ら配色カード
から選択し、確認して貼ることができる
　　　　　　【復習プリント】正解率7～8割
③成果発表：これまで学習してきた内容を用い、色彩を分析および考察する
ことができる
（使用されている色の抽出、面積比、イメージマップへのプロット、配色技
法とその効果、ターゲットの推測のうち、空欄の箇所がないこと）

■Ｃ（可）の基準：総合得点が69～60点

①小テスト：色の分類方法を理解しようと努力している（正解率6～7割）
②レポート：【提出課題①～③】与えられた条件に合う色を配色カードから
選択し、貼ることができる
　　　　　　【復習プリント】正解率6～7割
③成果発表：これまで学習してきた内容を用い、色彩を分析および考察する
ことができる
（使用されている色の抽出、面積比、イメージマップへのプロット、配色技
法とその効果、ターゲットの推測のうち、7割以上は埋めてあること）

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

30

■小テスト

＜全2回、授業内で実施＞

★PCCS　①「色相」・②「トーン」

・配色を考える上で必要不可欠となるPCCSのシステムを獲得する（50％）
・PCCSのシステムを使用し、目的に合った配色を作るなどの活用ができる（30％）
・PCCSのシステムを使用し、問題のある既存の配色に対する改善策を提案するなど
解決に役立てることができる（20％）

② ✓

③ ✓

④

⑤

小テスト

① ✓

55

■課題①「対比」
■課題②「色彩調和」
■課題③「配色イメージ」

＜全3回、授業内及び課題として実施＞

★授業内で学んだ配色方法をもとに、与えられた条件に合う色を自ら選んだ配色カードで表現する

・配色による様々な効果を獲得する（30％）
・学習した配色の効果を理解した上で、条件に合った配色を自ら作り活用ができる（40％）
・問題のある既存の配色に対し、改善策を提案するなど解決に役立てることができる（30％）

■復習プリント①～⑩

＜全10回、課題として自宅で実施＞

・授業で学習した内容を確実に定着させ獲得する（50％）
・授業で学習した内容を自分の生活に応用し活用ができる（30％）
・授業で学習した内容をもとに、問題のある色彩の改善策を考え解決ができる（20％）

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤

レポート

①

5

■パッケージの色彩分析・考察

＜全1回、オンデマンドで実施＞

・分析と考察を繰り返すことで配色のパターンを獲得する（30％）
・既存のパターン＋自分のオリジナリティを加え、目的に合った配色
を作るなど活用することができる（30％）
・問題のある既存の配色に対する改善策を提案するなど解決に役立て
ることができる（40％）

②

③

④

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）単にテキストを丸暗記するだけでなく、学んだことを実社会に応用できるよう常に意識することができる
（働きかけ力）理解できない内容があった場合、それを質問することができる
（実行力）期限までに提出課題を仕上げる為に、目標を決め最後までやりきることができる
（課題発見力）生活の中で出会う色彩を常に意識し、疑問や課題を持ちながら授業に臨むことができる
（創造力）学んだ基礎知識を課題提出や作品に応用し、自ら考えて創造することができる
（発信力）提出課題や作品では求められている色彩表現を、誰もが分かりやすく客観的に行うことができる
（傾聴力）グループワークや意見交換の場では、他者の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる
（柔軟性）自分と他者の作った配色の違いを通し、自他共に感性や考えの違い等を受け入れることができる
（情況把握力）自分が行ったことで周囲にどのような影響を及ぼすのか考え、最良の結果が出せるよう取り組むことができ
る
（規律性）無断欠席、遅刻、居眠り、私語など講義に支障をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようルールを守るこ
とができる
（ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力）思い通りにいかずイライラしたり落ち込んだりしても、長く引きずることなく次へ進むことができる

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



■Ｂ（良）の基準：総合得点が79～70点

①小テスト：色の分類方法をだいたい理解し、答えを選択肢の中から選ぶこ
とができる（正解率7～8割）
②レポート：【提出課題①～③】与えられた条件に合う色を自ら配色カード
から選択し、確認して貼ることができる
　　　　　　【復習プリント】正解率7～8割
③成果発表：これまで学習してきた内容を用い、色彩を分析および考察する
ことができる
（使用されている色の抽出、面積比、イメージマップへのプロット、配色技
法とその効果、ターゲットの推測のうち、空欄の箇所がないこと）

■Ｃ（可）の基準：総合得点が69～60点

①小テスト：色の分類方法を理解しようと努力している（正解率6～7割）
②レポート：【提出課題①～③】与えられた条件に合う色を配色カードから
選択し、貼ることができる
　　　　　　【復習プリント】正解率6～7割
③成果発表：これまで学習してきた内容を用い、色彩を分析および考察する
ことができる
（使用されている色の抽出、面積比、イメージマップへのプロット、配色技
法とその効果、ターゲットの推測のうち、7割以上は埋めてあること）

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

■ガイダンス
・色彩を学ぶ意義
・色彩検定の紹介

■色が見える仕組み①
・色知覚の三要素のう
ち、『光』『物体』の
性質について学ぶ

■講義：テキストに沿った
内容で説明しながら、プリ
ントに重要語句を記入する

■実験：回折格子を用い、
白色光を分光してスペクト
ルを確認する

■質疑：GoogleClassroom
にて対応

・配布プリントに重要
語句を記入できる

・『光』『物体』の性
質について理解できる

■予習：テキストP6～
18を読み、講義用プリ
ント（1）～（4）に
キーワードを記入して
授業に臨むこと

■復習：復習プリント
①

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
規律性

2

■色が見える仕組み②
・色知覚の三要素のう
ち、『視覚』の性質に
ついて学ぶ
・『照明』の種類と色
の見え方の関係を知る

■講義：テキストに沿った
内容で説明しながら、プリ
ントに重要語句を記入する

■実験：自らの眼で盲点を
確認し、脳が視覚に及ぼす
影響について理解する

■質疑：GoogleClassroom
にて対応

・配布プリントに重要語句
を記入できる

・『視覚』の性質について
理解できる

・『照明』の違いによって
物体の色の見え方が変化す
るメカニズムを理解できる

■予習：テキストP19
～23を読み、講義用プ
リント（5）～（8）に
キーワードを記入して
授業に臨むこと

■復習：復習プリント
②

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
規律性

3

■色が見える仕組み③
・『混色』の種類とメ
カニズムを理解する

■講義：テキストに沿った内容で説
明しながら、プリントに重要語句を
記入する

■実験：混色実験（LEDで三原色を
用いた同時加法混色、簡易顕微鏡を
用いた併置加法混色、回転コマを用
いた継時加法混色、カラーフィルム
を用いた減法混色）を通し、混色の
原理と応用方法を学ぶ

■質疑：GoogleClassroomにて対応

・配布プリントに重要
語句を記入できる

・混色の原理と、実際
の活用方法について理
解できる

■予習：テキストP24
～30を読み、講義用プ
リント（9）～（12）
にキーワードを記入し
て授業に臨むこと

■復習：復習プリント
③

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
規律性

4

■色の表し方①
・『慣用色名』につい
て学ぶ
・『表色系（色の三属
性）』について理解す
る

■講義：テキストに沿った内
容で説明しながら、プリント
に重要語句を記入する

■実習：配色カードを使用
し、色の三属性（色相、明
度、彩度）について理解する

■質疑：GoogleClassroomに
て対応

・配布プリントに重要
語句を記入できる

・色を言葉、記号、数
値で表す方法を理解で
きる

■予習：テキストP128
～139、p32～38を読
み、講義用プリント
（13）～（16）にキー
ワードを記入して授業
に臨むこと

■復習：復習プリント
④

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
傾聴力
規律性

5

■色の表し方②
・『PCCS（日本色研配
色体系）＜色相＞』に
ついて学ぶ

■講義：テキストに沿った
内容で説明しながら、プリ
ントに重要語句を記入する

■実習：配色カードでPCCS
色相環を作成し、PCCSの特
徴をつかむ

■質疑：GoogleClassroom
にて対応

・配布プリントに重要
語句を記入できる

・PCCSの概要、色相に
ついて理解できる

■予習：テキストP39～
41を読み、講義用プリ
ント（17）（19）に
キーワードを記入して
授業に臨むこと

■復習：PCCS色相環を
覚える（次週小テスト
実施）

180

主体性
働きか
け力
実行力
規律性

6

■色の表し方③
・『PCCS（日本色研配
色体系）＜明度・彩
度・トーン＞』につい
て学ぶ

■小テスト実施「PCCS色相」

■講義：テキストに沿った内容
で説明しながら、プリントに重
要語句を記入する

■実習：配色カードでPCCSトー
ン図を作成し、PCCSの特徴をつ
かむ

■質疑：GoogleClassroomにて対
応

・配布プリントに重要
語句を記入できる

・PCCSの明度・彩度・
トーンについて理解で
きる

■予習：テキストP42～48
を読み、講義用プリント
（18）にキーワードを記
入して授業に臨むこと

■復習：
・PCCSトーンを覚える
（次週小テスト実施）
・復習プリント➄

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
傾聴力
規律性

7

■色の心理効果
・『寒・暖/進出・後
退/膨張・収縮/硬・
軟/軽・重/興奮・鎮
静/派手・地味』
・『色の連想と象徴』
について学ぶ

■小テスト実施「PCCSトーン」

■講義：テキストに沿った内容
で説明しながら、プリントに重
要語句を記入する

■実例を画像で紹介・解説する

■質疑：GoogleClassroomにて対
応

・配布プリントに重要
語句を記入できる

・色の持つ心理的な効
果を理解でき、その元
に連想や象徴があるこ
とを理解できる

■予習：テキストP50
～57を読み、講義用プ
リント（23）～（24）
にキーワードを記入し
て授業に臨むこと

■復習：復習プリント
⑥

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

■色の視覚効果①
・『補色残像』
・『明度対比、彩度対
比、色相対比、補色対
比』
について学ぶ

■講義：テキストに沿った内
容で説明しながら、プリント
に重要語句を記入する

■実習：配色カードを使用
し、様々な対比が起こるパ
ターンを作成する　⇒提出課
題①「対比」作成

■質疑：GoogleClassroomにて
対応

・配布プリントに重要
語句を記入できる

・人間の知覚特性につ
いて理解できる

■予習：テキストP58～61
を読み、講義用プリント
（25）～（28）にキーワー
ドを記入して授業に臨むこ
と

■復習：提出課題①「対
比」
※授業内で完成できなかっ
た分を宿題とする

180

主体性
働きかけ
力
課題発見
力
傾聴力
柔軟性
情況把握
力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

■色の視覚効果②
・『色陰現象、縁辺対
比、同化、面積効果、
主観色』
について学ぶ

■講義：テキストに沿った内容で説
明しながら、プリントに重要語句を
記入する

■実習：配色カードを使用し、様々
な対比が起こるパターンを作成する
⇒提出課題①「対比」作成

■実験：ベンハムトップを使用し、
『主観色』を観察

■質疑：GoogleClassroomにて対応

・配布プリントに重要語句
を記入できる

・色陰現象、縁辺対比、同
化、面積効果、主観色につ
いて理解できる

・提出課題①「対比」を完
成し提出することができる

■予習：テキストP62
～67を読み、講義用プ
リント（28）（29）に
キーワードを記入して
授業に臨むこと

■復習：復習プリント
⑦

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

10

■色彩調和①
・『４つの原理』
・『色相を手がかりに
した配色』
色を組み合わせること
で生まれる美しさの法
則と各々の印象を学ぶ

■講義：テキストに沿った内容
で説明しながら、プリントに重
要語句を記入する

■実習：配色カードを使用
し、、条件に沿って自ら配色を
作る
　　　⇒提出課題②「色彩調
和」作成

■質疑：GoogleClassroomにて対
応

・配布プリントに重要
語句を記入できる

・色彩調和の伝統的な
考え方を理解できる

■予習：テキストP70～83
を読み、講義用プリント
（31）（32）にキーワード
を記入して授業に臨むこと

■復習：提出課題②「色彩
調和」※授業内で完成でき
なかった分を宿題とする

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

11

■色彩調和②
・『トーンを手がかり
にした配色』
配色のルールを学ぶこ
とで、客観的にイメー
ジにあった配色を作る
ことができるようにな
る

■講義：テキストに沿った内容
で説明しながら、プリントに重
要語句を記入する

■実習：配色カードを使用
し、、条件に沿って自ら配色を
作る
　　　⇒提出課題②「色彩調
和」作成

■質疑：GoogleClassroomにて対
応

・配布プリントに重要
語句を記入できる

・色相とトーンを組み
合わせ、目的に合った
配色を作ることができ
る

■予習：テキストP84～91を
読み、講義用プリント（32）
（33）にキーワードを記入し
て授業に臨むこと

■復習：
・提出課題②「色彩調和」※
授業内で完成できなかった分
・復習プリント⑧

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
発信力
柔軟性
規律性

12

■色彩調和③
・『アクセントカラー、セ
パレーションカラー、グラ
デーション』

■『ファッションと色彩』
・それぞれの技法の効果や
印象を理解し、ファッショ
ンにおいての活用方法を学
ぶ

■講義：テキストに沿った内容
で説明しながら、プリントに重
要語句を記入する

■実習：配色カードを使用し、
条件に沿って自ら配色を作る
　　　⇒提出課題②「色彩調
和」作成

■質疑：GoogleClassroomにて対
応

・配布プリントに重要語句を記入で
きる

・基本的な配色技法を学び、目的に
合った色彩を選ぶことができる

・ファッションにおいてどのように
色彩が活用されているかを理解する
ことができる

・提出課題②「色彩調和」を完成し
提出することができる

■予習：テキストP92～
97、p110～115を読み、
講義用プリント（34）
～（37）にキーワード
を記入して授業に臨む
こと

■復習：復習プリント
⑨

180

主体性
働きかけ
力
実行力
課題発見
力
創造力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

13

■配色イメージ
・受けるイメージの違
いを、色の三属性や
トーンから考える

■講義：テキストに沿った内容
で説明しながら、プリントに重
要語句を記入する

■実習：配色カードを使用し、
学んだ内容に基づいて様々なイ
メージを自ら作成する⇒提出課
題③「配色イメージ」作成

■質疑：GoogleClassroomにて対
応

・配布プリントに重要語句
を記入できる

・色の持つイメージを理解
し、思い通りのイメージを
配色で表現することができ
る

・提出課題③「配色イメー
ジ」を完成し提出できる

■予習：テキストP104
～107を読み、講義用プ
リント（38）（39）に
キーワードを記入して
授業に臨むこと

■復習：提出課題③
「配色イメージ」の完
成

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

14

■色彩分析実習
・市販されている商品
パッケージの色彩分析
と考察

■講義：オンデマンド方式で行う

■実習：説明に従い、自分が選んだ商品パッ
ケージの分析を行う
　　　　⇒分析シートはプレゼンテーション
課題とし、提出する

■質疑：GoogleClassroomにて対応

■フィードバック：提出された課題は講師か
ら評価とコメントを添えて個別に返信

※イメージ分析の際に用いる参考資料とし
て：日本カラーデザイン研究所「イメージス
ケール」⇒http://www.ncd-ri.co.jp

・市販されている商品のパッ
ケージ分析を通し、デザイン
の意図を探り、ターゲットを
推測することができる

・分析結果をA4のプレゼン
テーションシートにまとめ、
写真を撮ってメールに添付し
提出することができる

■予習：市販されているお菓
子を購入する際、店頭に置か
れている状況（ライバル商
品・シリーズ商品の色など）
をリサーチする

■復習：提出課題だけで終わ
らせず、常に目に入る色に対
して分析と考察を行い、それ
を応用して実生活に取り入れ
る

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

■『インテリアと色
彩』
・インテリアにおい
て、これまで学修して
きた内容がどのように
活用されているかを学
ぶ

■講義：テキストに沿っ
た内容で説明しながら、
プリントに重要語句を記
入する

■講義：実例紹介と解説

■質疑：GoogleClassroom
にて対応

・配布プリントに重要語句を
記入できる

・これまで学習してきた内容
がどのようにインテリアにお
いて活用されているかを理解
できる

・復習プリント①～⑩を全て
解答し、提出することができ
る

■予習：テキストP118
～125を読み、講義用プ
リント（40）～（43）
にキーワードを記入し
て授業に臨むこと

■復習：復習プリント
⑩

180

主体性
働きか
け力
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
規律性


